
G8 に向けた Goho-wood 円卓会議での主催者挨拶 
社団法人全国木材組合連合会会長 並木瑛夫 ６月２７日 

 
皆様、こんにちは。社団法人全国木材組合連合会会長の並木瑛夫です 
本日は、G8 サミットに向けた Goho-wood 円卓会議 「地球環境国際議員連盟

（GLOBE International）と語る合法木材供給システムの将来」を開催しまし

たところ、地球環境国際議員連盟のモーレー会長、森林関係の共同議長を務め

られているカメルーン国ンゴレンゴレ大臣、及び英国ガーディナー大臣をはじ

め、世界各国から著名な地球環境国際議員連盟の国会議員の皆様がたにおいで

頂きました。また、国内からは若林農林水産大臣、谷津グローブジャパン会長、

地球環境議員連盟の共同議長である吉野先生はじめ、国内でこの問題に真剣に

取り組んでおいでになる方々にもお集まり頂きました。心から歓迎を申し上げ

ます。 
 
我々は、地球環境の保全への世界的共通認識が高まっている中で、日本政府の

違法伐採問題に対する政策に協調し、合法性・持続可能性が証明された木材供

給体制を確立するために全力をあげています。日本の業界団体による合法木材

供給事業者 Goho-wood provider の認定制度は、この２年で日本全国７千社が認

定を受け、Goho-wood の供給に積極的に取り組んでいます。また、諸外国にも

理解を深めていこうと違法伐採に関する国際セミナーを２年続けて実施してい

ます。 
 
本日の会議はこのような取組を皆様方にご紹介し、ご議論をいただき、我々の

取組の一層の推進とともに、国際的な取組の一助にして頂こうという趣旨の会

合であります。 
 
地球環境国際議員連盟では、明日から G8 北海道洞爺湖サミットに向けて提言を

行うべく東京議員会合を開催されると伺っています。その議論の中に本日の議

論が反映され、各国で影響力のある皆様の力により、世界中の違法伐採の共通

した取組の発展に貢献出来ることを念願する次第です。 
 
会議は東京大学名誉教授の大熊幹章（もとあき）氏に座長になっていただいて

運営していたただきますが、実りある円卓会議であることを祈念し、歓迎のご

挨拶といたします。 
 
ご静聴どうもありがとうございました。 


